
     

 

 

 

 

          

 

 

だて支援学校は、開校して４年目を迎えました。本校では、令和６

年度、１１名の卒業生が巣立ちました。卒業生一人一人が在学時にが

んばって自立を目指した結果、自分の夢をつかみ、社会に踏み出すこ

とができました。 

 さて、国では、令和８年度より障がい者の法定雇用率を２．７％（

現在は２．５％）とすることに決まっています。それに伴い、企業等

においては、障がい者雇用への需要が高まるとともに、期待も高まっています。 

一方、福島県では、県立特別支援学校卒業生の一般企業就労の目標値を３０％として設定して

きました。令和６年度には、初めて目標値の３０％を達成し、３０．１％（本校は４５．５％）

となりました。 

社会に出ることはゴールではありません。むしろ、ここがスタートです。子どもたちが少しで

もいいので、「自分なりに、自分らしく」がんばり、自分の夢を実現し、より豊かな人生を送る

ことができるよう、そして少しでも地域に貢献できる人になれるよう、教職員一同、保護者さん

や関係機関のみなさん、地域のみなさんと連携・協働し、最大限の力を尽くして参ります。どう

か一緒に子どもたちの夢に向かって応援していきましょう！ 

 

                                                                                           

  

 

 

高等部主事 香取里美 

今年度の「前期産業現場等における実習」は、６月９日（月）～２０日（金）となります。１年

生を中心とした校内での実習と、２、３年生を中心とした校外での実習となります。 

 校内での実習は、ソーシャルサービス班、フルーツキャップ班の活動となります。今年もソー

シャルサービス班では、初日に講習会を実施します。両班とも保護者向けの実演会を予定してい

ます。また、校外での実習は、２、３年生が企業や福祉サービス事業所の御協力のもと、６社の

企業と１１か所の福祉サービス事業所で実習を実施させていただく予定です。 

 日々の授業で学んだことを実践し、自分の適性や課題を確認して自己理解を深め、進路選択を

増やすことができる機会にしたいと考えます。 

 保護者の皆様には、お子様の進路実現に向け、お子様本人が自己選択、自己決定できますよう、

対話を通じて理解を深める機会としていただければと思います。また、励ましの言葉や実習に際

しましての御協力をお願いいたします。 

高等部前期産業現場等における実習が始まります 

～社会参加に向けて～

進路だより 第１号 
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だて支援学校高等部では、将来の職業生活や社会生活を見据え、地域社会と繋がり、地域社会

へ貢献できる作業学習を目指し学習を展開しています。 

クリエイティブサービス班では、主に革工製品、手工芸製品の製作を行っています。使いやす

さ、デザインなどについて意見を出し合いながら、製品開発に取り組み、一つ一つ丁寧に仕上げ

ています。革製品では、伊達地区ならではの材料として、駆除されたイノシシの革も材料として

使っています。また、伊達市役所での販売会や学習発表会での販売活動を通して、「質の良い製品」

について考えながら取り組んでいきます。また、お客様に喜んでいただき、達成感を感じる経験

を重ねることで、将来に向けて「働く意欲」を高めることにつなげていきます。 

アクティブサービス班では、主に清掃作業、農園芸作業、リサイクル作業を行っています。ど

の作業種も「正確性」「安全性」を大切にしています。それぞれの作業で用具の置き方や持ち方、

使い方、手順などを身に付けることができるように取り組んでいます。その身に付けた技能を生

かして、地域連携作業や販売会や学習発表会に挑戦し、達成感を感じながら、新たな課題を発見

したり、解決したりする経験を通して、将来のより豊かな社会参加や職業生活に結び付けること

ができるように努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部進路希望調査の集計結果から 

高等部第１回進路希望状況（全３４名） 

希 望 内 容 １年(人) ２年(人) ３年(人) 合計希望数(人) 希望率(％) 

進学 ０ １ ０ １ ２．９ 

企業就職 １ ２ ５ ８ ２３．５ 

福祉就労 ６ ９ ４ １９ ５５．９ 

どのような進路を

選択するか考慮中 

３ １ １ ５ １４．７ 

その他 ０ ０ ０ ０ ０ 

未提出 １ ０ ０ １ ２．９ 

作業学習紹介 

＜高等部＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２１日（水）「先輩の話を聞

く会」を開催しました。高等部・

中学部の生徒と保護者の方に参

加していただきました。 
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「先輩の話を聞く会」には、保護者の方にもご参加

いただきました。保護者の方々より感想をいただきま

したので、一部を紹介させていただきます。 

〇今年初めて「先輩の話を聞く会」に参加させていた

だいたのですが、就労とは、どのような様子なのか、

就労に何が大切なのか知れてよかったです。ありが

とうございました。 

〇まずフルタイム 5～7時間しっかり働いて本当にすばらしいと思いました。今からできる、規則

正しい生活を身に着けたり、元気に大きな声であいさつしたり、相手に伝わるあいさつなどを

身につけさせたいと感じました。また、困ったときわからないことを聞ける、助けを求めるこ

との大切さを改めて感じました。 

私は 5 月 21 日に行われた、令和 7 年度先輩の話を聞く会に参加しました。昨年度に引き続き、2 回目

の参加でした。1年生の時は、お話を聞いていても難しい話のように感じてしまいメモを取ることができ

ませんでした。ですが昨年の企業見学でウエルシアへ行ってメモの取り方を聞いたので今年度はそれを生

かし、自分の将来のことを考えながら、大切だと思うところのメモを取ることができました。 

私が先輩の話を聞く会に参加して特に印象に残ったことは 2つあります。 

 1つ目は、東北電力フレンドリー・パートナーズ株式会社の先輩の「大変だったこと」についてのお話

です。先輩は仕事の内容が多くて覚えるのが大変でも、周りの人へ相談しているという話を聞きました。

私は 1年生のときに周りの人へ相談できずにもじもじしてしまうことが多く、2年生になっても時々その

ようになっていました。しかし、先輩の話を聞いて、周りの人に相談することによって自分が成長できる

ということを学びました。これから自分の成長のためにも、積極的に分からないことを相談できるように

なりたいと思います。 

 2つ目は、有限会社すずらん工房の先輩の「これから頑張ること」についてのお話です。先輩からは、

「これから頑張りたいこと」に「毎日休まないで出勤する」という目標があることを聞きました。私も時々

学校を休んでしまったり、疲れてしまったりすることがあるので、今後の現場実習や将来働くときのため

に先輩と同じように毎日休まないようになりたいと思いました。 

 6月 9日からは前期現場実習があり、私は初めての校外実習を行います。校外での実習は初めてで緊張

していますが、先輩方の話を頭に入れて実習に生かしていこうと思います。 

最後に、お忙しい中私たちのために貴重なお話をしてくださいました先輩方、本当にありがとうござい

ました。 

お忙しいところご参加いただきありがとうございました。児童生徒、保護者の皆様が進路

について情報を考えいいくことができるように学習や研修の場を設けてまいりますので、ぜ

ひ今後も参加していただければと思います。 

 



                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定(６～１０月)         

 

期日 行事名等 内容 対象学部 

６月９日(月)～ 

        ６月２０日(金) 

前期産業現場等における 

実習 

校内、校外における実習 高等部１、２、３年 

６月２７日(金) 進路希望調査配付 進路に関する希望調査 小学部５、６年 

中学部 

高等部２、３年 

６月２８日(土) 現場実習保護者報告会 前期現場実習のビデオ視

聴、今後の流れの説明等 

高等部 

７月１６日(水)～ 

７月２３日(水) 

進路懇談 後期現場実習や卒業後に

向けた進路に関する懇談 

高等部２年 

７月１８日(金)午前 第１回保護者進路研修会  市役所による福祉サービス

に関する説明や福祉事業

所の紹介 

全学部 

８月下旬 職業相談 ハローワークでの求職登録

等 

高等部３年 

企業就労希望者 

１０月３日(金)午前 進路座談会 高等部の現場実習のビデ

オの視聴と先輩保護者の

講話 

全学部 


